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要旨 

文部科学省が推奨している数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度(リテ

ラシーレベル)に基づき，岡山理科大学基盤教育の独自プログラム「OUS 数理・データサ

イエンス・AI 教育プログラム」がその認定を受けた．本論文は，申請から認定までの経

緯とそのプログラムの概要報告である． 
 
1. はじめに（背景） 
政府は，「AI 戦略 2019」において文系理系問わず全ての大学・高専生が正規課程にて

リテラシーレベルの数理・データサイエンス・AI を修得することを目標とし，「大学・高

専の卒業単位として認められる数理・データサイエンス・AI 教育のうち優れた教育プログ

ラムを認定する制度」を掲げた．いわゆる，「数理・データサイエンス・AI 教育プログラ

ム認定制度(リテラシーレベル)，Approved Program for MMathematics, DData science and 
AAI SSmart HHigher Education」（以後，MDASH（リテラシーレベル）という）であり，

令和 3 年 2 月 24 日付でその実施要綱が文部科学大臣により決定された．  
岡山理科大学においても執筆者らを中心に，MDASH（リテラシーレベル）申請のため

のワーキンググループ（ワーキンググループ名：OUS 数理・データサイエンス・AI 教育

WG，以下 WG とする）を組織した．WG の提案した「数理・データサイエンス・AI 教育

プログラム認定制度(リテラシーレベル)を利用した教育改革」事業は，2021, 2022 年度の

岡山理科大学教育改革推進事業に採択された．この活動の最終成果として，令和 5 年 8 月

25 日，文部科学大臣より，「OUS 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」が「数

理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度実施要綱」（令和 3 年 2 月 24 日文部

科学大臣決定）の規定に基づき認定を受けた． 
本論文は，認定を受けるまでのワーキンググループとしての活動の報告，ならびに基盤

教育としての 2021 年度から現在までの教育実践の報告である．また，これまでの活動を

振り返り，今後の教育活動の推進に資するためのものでもある． 
 

2．「OUS 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」概要 
本学独自のプログラム「OUS 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」が MDASH

（リテラシーレベル）プログラムとして認定されたのが，令和 5 年 8 月 25 日である．な
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お，認定の有効期限は令和 10 年 3 月 31 日までである．有効期限内は，図 1 にある認定ロ

ゴマークを使用することができる．表 1 と図 2 は，それぞれ本プログラムの概要と全体像

を示したものである． 
 

 
 

図図  11：：認認定定ロロゴゴママーークク（（令令和和 1100 年年 33 月月 3311 日日ままでで有有効効））  

 
プログラムを構成する科目は，基盤教育科目の「データを読みとく」（2 単位）と「技術

を読みとく（データサイエンス）」（2 単位）の 2 科目である．これらを単位取得すること

により，本プログラムを修了する．プログラムを修了すると，以下の能力を身に付けるこ

とができる． 

１． Society 5.0 で活躍するための素養を身に付けることができる． 
２． データサイエンスや AI が社会でどのように活用されているか，どのように新たな価

値を創造しているかを理解し説明することができる． 
３． 身近なところにある課題を発見し，データサイエンスを通じて解決を図ることができ

る． 

２－１ プログラム運営における特徴 

本プログラムの運営における特徴は授業形態の豊富さにある．「データを読みとく」では，

対面授業とGoogle Meetによるリアルタイムオンライン授業を異なる曜日時限で複数開講

している．そして，「技術を読みとく（データサイエンス）」は，VOD を主体とするオン

デマンド授業である．このように学習者への利便性を図ることにより，岡山キャンパス在

籍の学生だけでなく，今治キャンパス在籍の学生も受講できる．実際，令和 6 年度より，

全学で本プログラムを履修できる． 
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表表  11：：ププロロググララムム概概要要  
プログラム名称 OUS 数理・データサイエンス・AI 教育プログラム 
プログラムの対象科目 ・データを読みとく（2 単位） 

・技術を読みとく（データサイエンス）（2 単位） 
プログラムの修了要件 「データを読みとく」と「技術を読みとく（データサイエ

ンス）」の 2 科目をすべて修得すること． 
身に付けることができる能力 ・Society 5.0 で活躍するための素養を身に付けることが

できる． 

・データサイエンスや AI が社会でどのように活用されて

いるか，どのように新たな価値を創造しているかを理解し

説明することができる． 

・身近なところにある課題を発見し，データサイエンスを

通じて解決を図ることができる． 
プログラムの実施体制 OUS 数理・データサイエンス・AI 教育 WG 
自己点検・評価 岡山理科大学全学評価・計画委員会 教育推進部会 
ホームページ http://www.iae.ous.ac.jp/mdash/1) 
 

  
図図  22：：ププロロググララムムのの全全体体像像  

OUS 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの申請と認定 183



２－２ プログラムで用いる教材の特徴 

竹村彰通他編，データサイエンス入門 2)は「技術を読みとく（データサイエンス）」の

教科書であり，滋賀大学データサイエンス学部(日本初のデータサイエンス系学部)が「数

理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度実施要綱」に準拠するように開発した

標準的な教材である．中川重和他著，データを読みとく 3)は「データを読みとく」の教科

書であり，本学学生向けとして WG メンバが中心となって執筆したもので，課題解決型の

内容構成となっている． 
「技術を読みとく（データサイエンス）」では，自学自習できるよう，各回の教材を動

画視聴，パワーポイント資料， Mylog1での小テストをワンセットとして提供している．

授業への質問には，Mylog の Q&A もしくはメールで即時回答している．さらに，よくあ

る質問をまとめて HP にて公開している． 
「データを読みとく」では，課題解決をデータを用いて実行する過程で統計的手法を身

に付けてもらうようにしている．また，授業毎の内容に即した小テストを共有し，授業で

利用している． 
 
3．プログラムの実施状況 

令和 5 年秋学期の「データを読みとく」の履修者数は，計 836 名である．また，「技術

を読みとく（データサイエンス）」の履修者数は計 591 名である．「データを読みとく」の

履修者数の経年変化をまとめたものが表 2 である．履修者数が順調に増加していることが

わかる．また，学部別履修者比率をまとめたものが図 3 である． 
 

表表  22：：「「デデーータタをを読読みみととくく」」履履修修者者数数22のの経経年年変変化化  

学部 学生数 
入学

定員 
収容

定員 
R5 R4 R3 合計 

理学部 1,709 415 2,170 241 161 155 557 

工学部 1,882 395 1,995 226 177 187 590 

情報理工学部 220 210 210 73 52 0 125 

生命科学部 133 165 165 27 43 0 70 

生物地球学部 578 140 560 139 113 109 361 

教育学部 406 130 520 6 4 3 13 

経営学部 575 160 550 91 58 66 215 

獣医学部 970 200 940 0 0 0 0 

総合情報学部 310 0 300 33 22 3 58 

合計 6,783 1,815 7,410 836 630 523   

 
1 Mylog は岡山理科大学で利用している学習管理システムである． 
2 アクティブラーナーズコースの定員 30 名は内数として加算されている．また，総合情報学部は R4 年

度より情報理工学部へと改組されたため，R5 年度の入学定員は 0 である． 
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図図  33：：「「デデーータタをを読読みみととくく」」学学部部別別履履修修者者比比率率のの経経年年変変化化  
 

4．MDASH（リテラシーレベル）に認定されるまでの経緯とその後の活動 

2021 年以前から全学的な統計関連教育推進の動きがあった．2017 年の統計教育大学間

連携ネットワーク（JINSE）4)への入会(2017 年 6 月 28 日承認)を皮切りに，経営学部教

員を中心とした学内での統計検定 5)の実施や数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コ

ンソーシアムの連携校への加盟（2020 年 5 月 19 日の学長会議にて承認）などである．な

お，統計検定の実施は定期的に年 2 回行っており， WG メンバを中心に拡大継続中であ

る． 
 WG が MDASH（リテラシーレベル）申請を目指し本格的に活動を開始したのは，2021

年度岡山理科大学教育改革推進事業に採択後である．活動の大きな柱は次の三つである．

一つめは，MDASH プログラムが認定されるためにはどのようにプログラムを構成すれば

よいか，他大学のプログラムを参考に検討し，プログラムを構成することである（表 1 は

実際に構成されたプログラムの概要を示す）．二つめは，全学教育としての数理・データサ

イエンス・AI 教育の推進への理解と醸成のため，学内 FD 活動を実施することである．三

つは，情報収集および情報発信のために数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソ

ーシアム関係の会議への参加である． 
学内 FD 活動を以下に列挙（日時，演者，演題）する． 

・2020 年 10 月 14 日，森 裕一・中川 重和，「経営学部におけるデータサイエンス教

育の現在・過去・未来，”データを読みとく”が目指すもの」 
・2021 年 9 月 16 日，小野 陽子准教授（横浜市立大学），「多様性・包摂性を重視する

データサイエンス教育とプログラム認定制度」 
・2022 年 2 月 25 日，坂本 亘教授，籠谷 裕人准教授（岡山大学），「岡山大学におけ

る MDASH に関する取り組み」 
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・2023 年 3 月 13 日，中谷 多哉子教授（放送大学），「文科省「数理・データサイエン

ス・AI 教育プログラム」認証と教育コンテンツ開発」 
 
また，数理・データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアム関係の会議での発表を

以下に列挙（日時，演者，演題，会議名称）する． 
・2021 年 3 月 15 日，中川 重和，「連携校としての岡山理科大学のデータサイエンス教

育の取組み」，岡山大学 数理・データサイエンス教育ワークショップ 
・2023 年 9 月 22 日，中川 重和，「数理・データサイエンス・AI 教育の取組みについ

て」，岡山統計研究会大 179 回研究会 
・2023 年 11 月 20 日，中川 重和，「データサイエンス教育の取組みについて」，数理・

データサイエンス・AI 教育強化拠点コンソーシアム中国ブロック広島大学 第 2 回中国ブ

ロックシンポジウム  
 

5．まとめにかえて（今後の課題） 

令和 6 年度から，今治キャンパスの獣医学部の学生へも「データを読みとく」，「技術を

読みとく（データサイエンス）」を開講することにより，全学生へ「OUS 数理・データサ

イエンス・AI 教育プログラム」の提供が可能となる．受講者数の増加に伴い，講義担当

可能な教員数を増やすことは喫緊の課題であり，全学的な連携のもと本プログラムを推進

できる組織の強化も必要である．また，「OUS 数理・データサイエンス・AI 教育プログ

ラム」修了者への修了証明書あるいはそれと同等のもの，例えばオープンバッジ 6)など，

を授与することも検討中である．今後，学生便覧への記載などを通して，さらなる学内へ

の周知を図りたい．  
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